
令和 8年度香美市地域密着型サービス等運営員会 会議録 

 

１ 開催日時  令和 8年 5月 29日（金）18：00～ 

２ 開催場所  香美市役所 3階会議室 

３ 出席者   （委員）谷村豊海、佐々木英明、稲本悠、中山繁美、谷本由衣、森安伸、公文美智

公文武司、弘末俊郎、山中博通、遠近正彦、小松幸春 

        （事務局）野邑裕永、立石敦司、岩本ちひろ、杉原里恵、杉原あゆち 

４ 協議事項  ①会長・副会長の選出 

②香美市地域密着型サービス事業所の指定等について 

③香美市地域密着型サービス事業所の公募について 

④地域包括支援センターの令和 7年度実績報告及び令和 8年度事業計画について 

⑤介護予防給付ケアマネジメント委託について 

⑥その他 

 

５ 会議録 
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事務局 
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事務局 

 

 

弘末会長 

 

 

事務局 

 

 

開会挨拶 

 

配布資料の確認 

本委員会の目的について 

自己紹介 

 

 

①会長・副会長選出 

 立候補者なし、事務局案により 

会長：香美社会福祉協議会 会長 弘末委員 

  副会長：香美香南老人ホーム組合 白寿荘 施設長 中山委員 と決定した。 

 

②香美市地域密着型サービス事業所の指定等について 

香美市地域密着型サービス事業所の指定状況、運営指導結果の報告 

 

地域密着型サービス事業所の指定状況において、香美市のニーズは充足されている

と考えているのか、見解を教えてほしい。 

 

地域密着型サービス事業所、県指定の大規模のサービス事業所も廃止、または廃止

予定の事業所もあると聞いており、減少傾向にある。サービスを受けられない状況に

はないが、サービス提供体制としては、弱まっている。その中でも居住系サービス施
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設が閉設となったことは、痛手である。 

 

閉設施設の入所者は、法人内の施設へ移ったのか。 

 

グループホーム寿楽の退所者は、法人内の施設へ移られた方がほとんどで、香美市

内の別のグループホームへ転所した人もいると聞いている。 

 

直近の充足率としては、不足なしで構わないか。 

 

サービスが受けられない状態までには至っていない。 

 

議題 2について承認してよろしいか。 

 

異議なし 

 

 

③香美市地域密着型サービス事業所の公募について 

 香美市地域密着型サービス事業所の公募について説明 

 

 補助金の関係についてもう少し詳しく説明をしてほしい。 

  

 市内事業所にヒアリングを行うと、開設準備に 1年半ほどの時間が必要と聞いてい

る。令和 8年度に交付金の決定となった場合、令和 9年度末までに事業開始を行わな

ければならない。しかし、昨今の資材不足などもあり、予定よりも開設準備が遅れ、

令和 9年度末までに事業開始とならなければ、事業所は交付金を受け取れない。その

ため、令和 9年度に公募を行った方がよいのではないかと考えている。 

 

 補助金の対象期間は、2年間ということか。 

 

原則当該年度だが、1年間は繰り越しが可能である。 

 

 小規模多機能型居宅介護の公募を継続しているが、不足していると判断される根拠

はあるか。 

 

 小規模多機能型居宅介護は、デイサービス・訪問介護・泊まり機能を備えたサービ

スとなる。デイサービスは香美市内も充足しているが、訪問介護は不足している。泊
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弘末会長 

 

谷本委員 

 

 

りは、介護者の家族も休息がとれ、長く在宅生活を送るうえで重要なサービスとして

認識している。資料①の通り、香北町・土佐山田町に一事業所ずつあるが、被保険者

の人口割合で、土佐山田地区にもう一か所欲しいところである。 

 

 公募について、市の主張を教えてほしい。公募はしているが、募集がない。今後、

継続しても補助金の関係で期限内にできる可能性がない。そのため、今回は公募を控

えたらどうかということか。 

 

 おっしゃるとおりである。 

 

 無理して公募を行い事業所も混乱する可能性があり、それをおしてまで行う必要が

あるかという判断なのか。事務局としては、次期の第 10期に行ってはどうかという

ことか。 

 

 そのとおりである。 

 

 事務局から質問ですが、事業所の充足について話が出ていたが、介護支援専門員の

谷本委員はどのようにお考えか。 

 

 現場では、バランスを取りながら地域密着型サービスへ繋げようとしている。事業

所が増えることで利用者・介護支援専門員共に選択肢が増えるため、非常に助かる。

問い合わせをした際、枠がいっぱいで利用できないこともある。小規模多機能型居宅

介護を希望される方は多く、増えることはありがたい。 

 

 訪問介護が足りていない実感はあるか。 

 

ヘルパーの人材不足は深刻。香美市内のヘルパーさんで 80代の方もおり、継続し

て働き続けることも難しい。人がいないため、香美市内で働いている個人に声をか

け、勤務する事業所に相談する。香南市等から香美市に来てもらっているのが実情

で、ヘルパーの人材不足は間違いない。 

 

香南市から香美市へ来るのは大変だ。 

 

事業所によっては、100円/1㎞交通費をもらいたいという事業所もあり、香南市か

ら香北であれば、片道 30㎞で一回の利用に 6000円の実費がかかり、払うことができ

ないとサービスを諦める方もいる。 
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大きな問題である。 

公募については、意見も出ていた。資料では公募するとなっているが、変更する

か。 

 

資料には載せていたが、公募しない方針としたい。 

 

令和 8年度は、公募しないということだが、よろしいか。 

 

異議なし。 

 

 

④地域包括支援センターの令和 7年度実績報告及び令和 8年度事業計画について 

地域包括支援センターの令和 7年度実績報告及び令和 8年度事業計画について説明 

 

 27ページの表 2については、どのように解釈をすればよいか。 

 

表 2 は、フレイルリスクをパーセンテージとして表している。意識の高い方もいる

が、大半の方が何か起こってから対応となることが多い。早期にフレイルリスクに気づ

き、長く在宅生活を送れるよう生活習慣の見直しなどに繋げてほしいと思う。 

 

よく躓く、物忘れがある、飲み込みづらいなど、パーセンテージが高い項目について

は、フレイルの入り口に差し掛かっていることが分かるグラフである。 

 

施設入所者もそうだが、歩く速度が遅い、飲み込む力では誤嚥性肺炎に繋がり、糖尿

病など、パーセンテージの高い項目については、リスクがあると思う。 

 

介護認定を嫌がる方もいると聞くが、実情はどうか。 

 

家族が申請を行い、認定調査の際に本人が拒否するケースもある。 

 

全体の数はどうか。 

 

月 1～2件程度あるかないかである。 

 

ケアマネさんに相談があったりするのか。 
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介護が必要な状態だが認めず、受診しない、認定調査も受けないというケースもあ

る。無理に進めることもできないので、希望するのを待つようになる。 

 

決算見込みについて、もう少し詳細を教えてほしい。 

 

29 ページは、総合事業、一般介護予防事業、権利擁護関係、任意事業、地域包括ケ

ア会議等にかかる費用。30 ページについては、地域包括支援センターの介護予防支援

事業所の決算となっている。香美市は、直営で地域包括支援センターを運営し、要支援

者のケアプラン作成を行っており、その部分の決算である。 

 

30ページの報酬は誰に対する費用か。 

 

地域包括支援センターに所属する 9名の介護支援専門員の給与である。（報酬につい

て、9名のうち、7名は介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）の総務費より支出。

2名は、介護保険特別会計（保険事業勘定）の地域支援事業費より支出している。） 

 

（29～33ページの内容については、）包括の運営費として考えていいのか。 

 

そのとおりである。 

 

  

⑤介護予防給付ケアマネジメント委託について 

 介護予防給付ケアマネジメント委託について説明 

 

 議題 5について承認してよろしいか。 

  

 異議なし 

  

⑥その他 

【意見・質問等なし】 

 

 

閉会の挨拶 

 

 

 


